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整形外科学という学問が日本で一般的に普

及したのは比較的新しい。大学の医学部で整

形外科学の講座ができたのは東京大学が１９０６

年（明治３９年）で最 も早い。私の卒業した大

阪大学はずっと新しく、１９４５年（昭和２０年）

であり、外科学教室から分離し独立した形で

開講されている。全国の医学部に講座が創設

されたのは第二次世界大戦の終戦後で、現在

４０年から５０年を経過している。さらに一般の

病院に整形外科が独立した診療科として開設

されるのはずっと新しく、最近の２０年か３０年

の事である。このため明治初年にドイツ医学

を輸入して発達した内科、外科、眼科、精神

科や小児科などの学問に比べると、整形外科

は非常に浅い歴史しか持っていない。

わが国において、新しく始まった整形外科

は、従来外科で扱われていた肢体の変形、外

傷、感染症などを分担する形で発展した。終

戦後大きな問題であったポリオと結核が多彩

な変形を生じる疾患であったため、整形外科

における思考過程や検査、治療の方法論を確

立させるのに大いに役立った。その後文明の

発達とともに、労働災害や交通事故が激増し、

上下肢や脊椎の外傷に対する治療が大きな分

野となった。

一方ヨーロッパにおいては、整形外科が１８

世紀中頃より小児の変形を矯正する学問とし

て確立された。その後成人の病態をも扱うよ

うになり、運動器官の病的な状態を治療する

学問として発展し、確立された。本邦より１００

５８

整形外科領域の医学雑誌について

年以上古い歴史を持ち、ヨーロッパ各国にて

別々に、あるいはお互いに影響しあって完成

された整形外科学として発展を遂げた。これ

にともなって医学書や医学雑誌も早くより刊

行され、わが国に対する指導書としての役目

を果たし、その状態は現代でも変らない。

本稿では日本国内で発行された整形外科領

域の雑誌と、外国で発行されたものとを分け

て、それぞれの移り変わり、現状と今後の展

望について記載する。

２。国内雑誌について

現在毎年数多くの医学領域の学術論文が国

内で発行され、その総数は約２４万件といわれ

ている。学術論文を掲載する雑誌の抄録はす

べて医学中央雑誌に収載されており、この収

載誌の数は１９９３年度では２３０３誌である。この

うち純粋に整形外科領域の雑誌は５４誌（２．３

％）を占める。関連領域および基礎研究領域

の雑誌を含めると１００誌を超える膨大な情報

量である。

私か医者になった１９６８年頃の情報量は今に

比べると格段に少なかった。代表的な学会誌

として『日整会誌』と『中部整災誌』があっ

た。それぞれは日本整形外科学会および中部

日本整形外科災害外科学会の機関誌であり、

現在ではそれぞれが６７年および３６年の歴史を

持っている。『日整会誌』は当時より整形外

科領域の最新の知見を収載し、学会発表論文

の抄録の掲載と若手研究者による博士論文の

発表の場であった。一般の整形外科医や若手

の研究者にとって、最新の知識を吸収するの



には絶好の雑誌であった。全国の大学の整形

外科教授から選ばれた編集委員により、論文

の選考が行われ、当時から一応は査読制度が

完成されていた。しかし１９７０年代は選考基準

そのものが非常に甘く、ほとんどの論文が無

修正で掲載された。このため論文が受理され

てから刊行されるまで長時間を要し、短くて

１年間、長くて２年間も必要であった。今か

ら考えると第一線の自然科学論文としては致

命的な遅れといえる。最近では掲載論文の選

考基準も厳しくなり、無修正掲載などもほと

んど無くなったと聞く。さらに掲載までの遅

れも少なくなっている。しかし欧米の一流雑

誌と比べると応募論文が受理される割合は非

常 に高く、いまだ十分なｒｅｆｅｒｅｅ ｓｙｓｔｅｍ

を持った雑誌とは言えない。

早くから日本でも、とくに基礎医学の分野

では、英文雑誌が刊行され、また世界の各国

の整形外科学会でもＥｎｇｌｉｓｈＪｏｕｒｎａｌが発行

されている（英語圏でないドイツ、フランス

やイタリーも英文誌を持っている）。この点

で日本整形外科学会は国内でのオリジナルな

業績を正確に世界に伝達することは『日整会

誌』では不十分となる。私か訪問したヨ ー

ロッパやアメリカの病院、研究所の図書館で

『日整会誌』を眼にしたこともないし、日本

語という ｈａｎｄｉｃａｐ のためか、日本の学会雑

誌について知識を持っている人も非常にまれ

であった。この様にｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎが少ないと

いうことは雑誌の質を低下させることに繋が

る。現に多くの研究者が自分の研究成果のう

ち、良くできたものを海外の英文雑誌に発表

する傾向が強い。しかし、現在でも日本国内

では『日整会誌』は整形外科領域の最もレベ

ルの高い雑誌であることに変わりがない。

『中部整災誌』は中部日本（東は静岡県、

長野県、北は富山県、西は山口県までを含

む）の整形外科の地方会が発行する雑誌であ

る。地方学会誌としては早くから発行され、

私か大学を卒業した頃はすでに気軽な論文発

表の場として利用されていた。内容的には学

会の抄録掲載と原著論文とになる。『日整会

誌』に比べて、さらに緩やかな査読制度によ
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り論文の質には様々なものがある。原著論文

よりむしろ症例報告などに見るべき論文があ

る。今では北海道、東北、関東、中部日本と

西日本の５ブロ ｙヽクでそれぞれ地方学会の機

関誌を発行している。整形外科における認定

医制度の施行により、研修医の論文発表の場

として手軽に利用されている。

整形外科を専門とする医師人口の増加と共

に商業誌も刊行されるようになった。私の研

修医であった頃には、『整形外科』（南江

堂）、『災害医学』（金原出版：１９７９年整形

・災 害外科 に改題）、およ び『臨床整形外

科』（医学書院）の３種類の月刊誌が刊行さ

れていた。これらの雑誌は現在も発行されて

おり、それぞれが特徴ある編集方針を持って

いる。

『整形外科』は３冊の中で最も早く発行さ

れ、昭和２４年に第１巻が刊行され現在４５巻を

数える。総説、原著、症例報告のすべてが応

募論文により構成されている。応募論文のう

ちｒｅｊｅｃｔされるものは少ないが、編集者によ

り査読が行われている。原著に優秀な論文が

多く、この雑誌のｒａｎｋを国内では高いレベル

に維持している。最近では、『別冊整形外

科』と題して、本来の編集方針と異なり、各

号が決められたテーマでの専門医による依頼

原稿により構成される新しい雑誌も刊行され

ている。これは医学雑誌というよりは、最新

の医学知識を収載したｔｅｘｔｂｏｏｋというべきで

ある。最近ではこの様にｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅなテーマ

を分かりやすく解説した教科書、雑誌が多く、

容易に新しい知見を吸収することができる。

『整形・災害外科』は２番目に旧く刊行さ

れた商業誌で、現在３７巻を数える。身近な臨

床のテーマに関して特集記事を組み、第一線

の臨床医による依頼原稿により構成されてい

る。テーマの選択が大変上手で、私も臨床上

の問題で困ったときには良 く利用させても

らった。若い先生方が学会発表をするときに、

治療法の流れや研究の流れを知るのにちょう

ど読みやすい雑誌といえる。また専門医が自

分の専門でない分野の研究の動向を掴むのに

も便利である。最近では簡単な原著や、症例
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報告も応募原稿の形で掲載している。

『臨床整形外科』は昭和４１年創刊で、現在

２９巻を数える。この雑誌の位置づけとしては、

前二者の中間的といえる。以前より症例報告

には優秀な論文が多く、原著は少なかった。

基礎研究に関する論文が見られないのが寂し

い。最近では優れた原著論文が増加しており、

臨床医学雑誌としてのｒａｎｋを引き上げている。

整形外科学の専門の細分化、最近の情報化

時代の趨勢などにより膨大な量の論文が雑誌

もしくは定期刊行物として出版されている。

まず学会、研究会の会誌である。日本整形外

科学会が主体となる学会であるが、『日整会

誌Ｉ についてはすでに述べた。現在日本では

地方会・整形外科関連各種研究会は４６学会が

登録されている（日整会誌６７：Ｎｏ．１２、１９９３）。

このうち３１の研究会が抄録を掲載するための

機関誌を発行している。したがって整形外科

の最先端の研究成果はまず始めにこれらの

『会誌』に掲載されることになる。３１のうち

いくつかの学会は、応募論文という形で原著

を載せている。 『日災医誌』（日本災害医学

会）、 『日手会誌』（日本手の外科学会）、

『リウマチ』（日本リウマチ学会）、『日関

外誌』（日本 リウマチ・関節外科学会）、

『リハ医学』（日本リハビリテーション医学

会）などである。それぞれの雑誌は編集委員

会を持ち、査読により論文の採否を決めてい

る。原著や症例報告の中に優れた論文を散見

する。さらに４６学会には含まれないが、境界

領域の学会誌がある。日本形成外科学会、日

本マイクロサージェリー学会、日本先天異常

学会など数えればきりがないほど裾野は広

がっている。それぞれの学会が機関誌を発行

しており、論文数も膨大なものとなる。

もう一つの大きな流れは商業誌の発行であ

る。すでに述べた３つの商業誌以外に、月刊

誌４誌、季刊誌２誌がある。 『オルソベディ

クス』（金原出版）、『関節外科 一基礎と臨

床－』（メジカルビュー社）、 『骨・関節・

靭帯』（国際医書出版）、 『脊椎脊髄ジャー

ナル』（三輪書店）が月刊誌であり、それぞ

れ特徴ある編集方針で発行されている。現在
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話題になっている検査法、手術法や新しい治

療器具など最新のテーマに関して毎月特集記

事を組み、読者の興味を引こうとする。一方

読者のほうは、新しいテーマに関する知識を

得ようとするとき、文献を検索する莫大な労

力も不要で、診断から治療まで一定以上のレ

ベルの一貫した知識を簡単に得ることができ

る。これらはすべて依頼原稿により構成され

ている。掲載された論文は著者の研究の集大

成というべきもので、すでに何回 も他誌に発

表されたものである事が多い。したがってオ

リジナルな学術論文をできるだけ早く載せる

という学術雑誌の観点からは遠くなる。季刊

誌として『ＯＳＮＯＷ』（メジカルビュー社）。

『ＴＨＥＢＯＮＥ』（メジカルビュー社）がある。

いずれも月刊商業誌と同じ編集方針を採って

いる。

以上が国内で発行されている整形外科領域

の雑誌である。すべての雑誌の論文 の抄録

（ｓｕｍｍａｒｙ）が医学中央雑誌に収載されてい

る。 この膨大な論文 の検索は すべてコ ン

ピューター化されており、適切なｋｅｙ ｗｏｒｄｓ

を選択すればＣＤ－ＲＯＭを用いて短時間に

検索することができる。

３。外国雑誌について

毎年世界中で発行される整形外科領域の雑

誌はどの位の量になるのであろうか。正確な

数は掴めていないが、ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓにはそ

のほとんどが収載されており、 コンピュー

ター登録されている。国内の出版社の医学洋

雑誌目録１９９４年版を見ると、整形外科領域の

外国雑誌は１６１種類輸入されている。各々の

雑誌のｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎの量は分からないが、膨

大な量の医学情報が海外から流入している。

一つ一つの雑誌を解説することはできないが

全体的な流れを掴んでみたいと思う。

私の入局した頃（１９６８）の大阪大学整形外科

図書室には以下の洋雑誌が並べられていたよ

うに記憶している。ＪＢｏｎｅＪｏｉｎｔＳｕｒｇ（ＪＢＪＳ）

のＡｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅおよびＢｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅ，



ＣｌｉｎＯｒｔｈｏｐ，ＡｃｔａＯｒｔｈｏｐＳｃａｎｄ，ＺｅｉｔＯｒｔ

ｈｏｐの４種類の整形外科雑誌に加えて、Ａｎｎ

ＲｈｅｕｍＤｉｓ， ＰｌａｓｔＲｅｃｏｎｓｔＳｕｒｇ（ＰＲＳ）と Ｊ

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇ の３種類の境界領域の雑誌であっ

た。

１９６０年代後半は整形外科だけでなく医学界

全体がドイツ語による学問から英語による学

問 へと切り替わ ったと きで ある。それま

での時代はドイツ語全盛であり、ＺｅｉｔＯｒｔｈｏｐ

に優秀な論文が競って掲載され、日本での最

も多いｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ を誇っていた。世界的な

傾向としてドイツ医学の衰退と共に、日本で

は英語による医学情報の流入が主流となる。

しかし医学教育の現場では、教育者の受けた

医学教育がドイツ語によるものであったため

に、ゆっくりとした切り替えとなった。すな

わち学生はドイツ語の医学用語を用いて講義

を受け、英語の論文を読むという変わったス

タイルがつづいた。このような流れで、Ｚｅｉｔ

Ｏｒｔｈｏｐ も徐々に発行部数が減少し、重要な

論文が載らなくなっていく。各雑誌のｒｅｆｅｒ－

ｅｎｃｅｌｉｓｔ にＶｏｌ．１３２を誇るＺｅｉｔＯｒｔｈｏｐの名

前があまり見られなくなっていった。

ＪＢｏｎｅＪｏｉｎｔＳｕｒｇ は当時から整形外科領

域での、英語圏での、最も権威のある雑誌で

あった。研修医から教授まで全員が目を通し、

一新しい手術法や新しい知見はＪＢＪＳからー

と教え られた。Ｂｒｉｔｉｓｈｖ０１ｕｍｅとＡｍｅｒｉｃａｎ

ｖｏｌｕｍｅに分かれており、７６年間の歴史を持っ

ている。

Ｂｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅ は英国およびイギリス連

邦の整形外科学会誌として刊行された。最近

では Ｂｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅ と Ａｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅ

の守備範囲が同じとなり、以下の１２学会の

機関誌となっている。すなわちＢｒｉｔｉｓｈＯｒｔｈｏ－

ｐａｅｄｉｃ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，ＢｒｉｔｉｓｈＯｒｔｈｏｐａｅｄｉｃ

ＲｅｓｅａｒｃｈＳｏｃｉｅｔｙ，ＡｍｅｒｉｃａｎＯｒｔｈｏｐａｅｄｉｃ

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，ＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙｏｆ Ｏｒｔｈｏ－

ｐａｅｄｉｃＳｕｒｇｅｏｎｓ，Ａｕｓｔｒａｌｉａ，Ｃａｎａｄａ，Ｎｅｗ

Ｚｅａｌａｎｄ，Ｓｏｕｔｈ Ａｆｒｉｃａ の整形外科学会と、

ＷｅｓｔｅｒｎＯｒｔｈｏｐａｅｄｉｃＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，Ｅａｓｔｅｒｎ

Ｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，Ｍｉｄ－Ａｍｅｒｉｃａ

ＯｒｔｈｏｐａｒｅｄｉｃＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，ＣａｎａｄｉａｎＯｒｔｈｏ－
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ｐａｅｄｉｃＲｅｓｅａｒｃｈＳｏｃｉｅｔｙ の各学会である。

整形外科医の間では『ＪＢＪＳのＢ版』と呼

ばれ多く読まれている。臨床に関する論文が

圧倒的に多く、一つ一つの論文が比較的短か

く、ｅｄｉｔｏｒはｃｏｒｅ のみをまとまりよく載せ

ようと努力している。このため非常に読みや

すいｊｏｕｒｎａｌではあるが、紙面の都合で図や

表が少なくなり ｍｅｔｈｏｄ や ｒｅｓｕｌｔ に詰めの

甘い所が見られ、一流の ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃｐａｐｅｒ

としては物足りない点が残る。しかし日本人

にとっては応募しても比較的受理されやすい

雑誌と言える。最近では毎号に日本人の ｐａｐｅｒ

をみることができるようになっている。因み

に１９９２年版４冊のＪＢＪＳのＢ版に載った

ｏｒｉｇｉｎａｌ ａｒｔｉｃｌｅは１７５編であり、このうち

日本人が日本の施設から ｐｕｂｌｉｓｈしたｐａｐｅｒ

は７編（４．０％）であった。外国の学会誌で

あることを考えれば、比較的多くの論文が日

本より採用されているといえる。

一方 ＪＢｏｎｅ Ｊｏｉｎｔ Ｓｕｒｅ の Ａｍｅｒｉｃａｎ

ｖｏｌｕｍｅ は 『ＪＢＪＳのＡ版』と呼ばれ。

『Ｂ版』に比べて多少違った印象をもたれて

いる。Ｂ版がイギリス連邦全体の学会誌で

あったように、Ａ版はアメリカ連邦を統合す

る機関誌であった。今ではＢ版と同じ ａｒｅａ

を ｃｏｖｅｒしているがアメリカからの論文が圧

倒的に多い。たっぷりと紙面をとった ｆｕｌｌ

ｐａｐｅｒ が特徴で、整形外科の分野で最も権威

のあるｊｏｕｒｎａｌである。非常に厳しいｒｅｆｅｒｅｅ

ｓｙｓｔｅｍを採っており、雑誌のレベルを維持

するための強い努力が見られる。私かアメリ

カ留学中であった１９８０年に Ｂｏｓｔｏｎ の ＭＧＨ

（ＭａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓＧｅｎｅｒａｌ Ｈｏｓｐｉｔａｌ）の会議室

でＪＢＪＳの編集会議が行われるのを見聞し

た。会議は長時間におよび、そのときの出席

者によれば、アメリカ人の一流の整形外科医

がＪＢＪＳに論文を応募しても受理される確

率は２０％であるとのことであった。厳しい編

集方針を持ち、例えば手術成績の報告なら最

低２年間の追跡調査をした症例のみを報告す

るよう義務づけている。臨床のテーマに関す

る論文が多いが、基礎研究論文の場合は臨床

と掛け離れないように、その論文の臨床面で

－６１－
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の関連性をｃｌｉｎｉｃａｌｒｅｌｅｖａｎｃｅとして記載す

るように義務づけている。１９９２年の『Ａ版』

に掲載された応募論文は症例報告を含めて１７９

編であり、そのうち日本の施設からの論文は

わずか４編（２．２％）であった。日本の国内

誌に膨大な量の論文がみられることを考えれ

ば、英語という言葉の壁と共に、いかに厳し

い採用条件であるかが分かる。

アメリカの商業誌として旧くより親しまれ

ているものにＣｌｉｎＯｒｔｈｏｐがある。日本でい

えば 『整形外科』や『臨床整形外科』に相当

するものである。正確な名称は、Ｃｌｉｎｉｃａｌ

ＯｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓａｎｄＲｅｌａｔｅｄＲｅｓｅａｒｃｈで、毎

月 １冊ずつ単行本のような形で刊行され、１９

９４年 １月には２９８号を数える。短かい論文が

多く、比較的採用されやすく、読みやすいこ

とを特徴としている。３つのセッションに分

かれており、第１部は依頼原稿による特集よ

りなる。臨床或いは基礎のｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅなテー

マを選び、第一線の研究者による論文が載せ

られている。時には世界各国の整形外科学会

に限定して、その国のレビューが行われる。

１８４号（１９８４年）には『Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｎｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃ

ｓｕｒｇｅｒｙｉｎＪａｐａｎ』と題する特集が組まれ、

１２編の日本人による論文が掲載されている。

特集号の最初の論文は、その分野のパイオニ

ア（先駆者）の論文が“Ｔｈｅｃｌａｓｓｉｃ ”とし

て載せられている。名誉なことには、１２４号

に日本より保田岩夫先生の“ Ｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌ

ａｓｐｅｃｔｓｏｆｆｒａｃｔｕｒｅｔｒｅａｔｍｅｎｔ”と題する

論文が“Ｔｈｅｃｌａｓｓｉｃ”に選ばれている。第

２部ぱ ｇｅｎｅｒａｌｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓ”として臨床

をテーマの応募論文が掲載されている。第３

部ぱ ｂａｓｉｃｓｃｉｅｎｃｅａｎｄｐａｔｈｏｌｏｇｙ”とし

て基礎医学に関する応募論文が集められてい

る。第２部、第３部ともに日本からの論文も

多く掲載されている。とくに基礎医学に関す

る論文の中に優秀な論文が散見される。

ＡｃｔａＯｒｔｈｏｐＳｃａｎｄ は北欧の学会誌である

が、日本では馴染みの深い雑誌の一つである。

ｖ０１ は６５を数え、長い歴史を持っている。臨

床、基礎共に優秀な論文が多い。とくに紙面

が大きくなってからは、一つ一つの論文が長

－ ６２－

くなり，論文の質が向上したよ うに思われ

る。アメリカ系の雑誌の次に頻繁にｒｅｆｅｒｅｎｃｅ

ｌｉｓｔに引用される。

ドイツで発行される雑誌のうち ＡｒｃｈＯｒｔｈｏｐ

ＴｒａｕｍａＳｕｒｇ は英文誌である。１１３年の歴

史を持っている。 ドイツで最も権威のある

Ｚｅｉｔ Ｏｒｔｈｏｐに比べると英語で書かれている

だけに，日本でも馴染みが深い。比較的緩い

ｒｅｆｅｒｅｅｓｙｓｔｅｍをもち日本人の論文でも採用

されやすい。

ＩｎｔＯｒｔｈｏｐ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓ）

は世界規模で発行されている雑誌としては唯

一のものである。国際整形外科，災害外科連

合であるＳＩＣＯＴが発行母体となっている。

１８年の歴史を持つが，論文の質がまちまちで，

雑誌としての評価は高くない。

商業誌として特徴的な編集方針を持つもの

に ＯｒｔｈｏｐＣｌｉｎＮｏｒｔｈＡｍがある。毎号一つ

の臨床のテーマを決めて，オーソリティによ

る依頼原稿により構成されている。学問的に

新しい知見は見られないが，最新の知識を教

科書的に整理し，理解するには都合の良い雑

誌である。

以上紹介した７誌が総合的な整形外科雑誌

として日本で広く読まれているものである。

数多く発行されている ｊｏｕｒｎａｌのうちで，そ

れらの重要性を計る一つの方法がある。すな

わち ＪＢｏｎｅＪｏｉｎｔ Ｓｕｒｇ が中心となって毎

年発行している ＴｈｅＡｎｎｕａｌＢｉｂｌｉｏｇｒａｐｈｙｏｆ

ＯｒｔｈｏｐａｅｄｉｃＳｕｒｇｅｒｙ を判定の基準とする方

法である。この本によるとすべての雑誌のう

ち，全論文をｉｎｄｅｘ としてｌｉｓｔｕｐ された雑

誌が１９誌，整形外科領域の論文のみをｌｉｓｔｕｐ

した雑誌（主として関連領域の雑誌）が２６誌

登録 されている（１９９２年現在）。以上の１９

雑誌の中にはすでに述べた７誌がＺｅｉｔＯｒｔｈｏｐ

をのぞいて含まれている。残る１３誌は以下の

雑誌である。ＡｍＪＳｐｏｒｔｓ Ｍｅｄ，Ａｒｔｈｒｏｓｃｏｐｙ，

Ｂｕｌｌ ＨｏｓｐＪｔＤｉｓ，ＦｏｏｔＡｎｋｌｅ，ＩｎｓｔＣｏｕｒｓｅ

Ｌｅｅ，ＩｔａｌＪＯｒｔｈｏｐＴｒａｕｍａｔｏｌ，ＪＨａｎｄＳｕｒｇ

（Ａｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅ，Ｂｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅ），ＪＯｒｔｈｏｐ

Ｒｅｓ，ＪＯｒｔｈｏｐＴｒａｕｍａ，ＪＰｅｄＯｒｔｈｏｐ，Ｏｒｔｈｏｐ，

Ｓｋｅｌｅｔａｌ Ｒａｄｉｏｌ，Ｓｐｉｎｅ．したがって以上の



１９誌が整形外科領域のｍａｊｏｒｊｏｕｒｎａｌと言う

事ができる。

整形外科の専門領域の雑誌について少し解

説する。ほとんどの雑誌は整形外科のｓｕｂｓｐｅ－

ｃｉａｌｉｔｙの学会から刊行されているもので、

最近２０年以内に創刊された新しい雑誌といえ

る。脊椎外科の分野では Ｓｐｉｎｅが代表的であ

る。１９巻を数え、脊椎外科の基礎研究から臨

床の論文まで、幅広い分野を含んでいる。し

かし脊椎機能やｎｅｕｒｏｌｏｇｙ に関する論文は少

なく、８０年の歴史を持つ ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇにはか

なわない（ＪＮｅｕｒｏｓｕｒｇ は脳外科領域の論文

が中心となっている）。肩・肘関節の外科に

ついては ＪＳｈｏｕｌｄｅｒＥｌｂｏｗＳｕｒｇが３年前に

創刊 され、 現在雑誌としての形 態を 整え

つつある。手の外科については ＪＨａｎｄＳｕｒｇ

がある。旧くはイギリス手の外科学会が発行

していた ＴｈｅＨａｎｄ とアメリカ手の外科学会

が発行していた ＪＨａｎｄＳｕｒｇが一緒になって

それぞれ Ｂｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅ とＡｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅ

になっている。ＪＢＪＳと同じシステムとい

える。手 の外科領域ではマイクロサージェ

リーの進歩と共にＭｉｃｒｏｓｕｒｇｅｒｙ（ｖｏｌ．１５）や

ＪＲｅｃｏｎｓｔＭｉｃｒｏｓｕｒｇ（ｖｏｌ．１０）などが刊行さ

れている。スポーツ整形外科の分野ではＡｍＪ

ＳｐｏｒｔｓＭｅｄ（ｖｏｌ．２２）、Ａｒｔｈｒｏｓｃｏｐｙ（ｖ０１．１０）

などが中心であり、とくに前者は主要な雑誌

として広く認められている。足の外科につい

てはＦｏｏｔａｎｄＡｎｋｌｅ（ｖｏｌ．１５）があり、スポー

ツ外傷も多く掲載されている。

最近の人工関節の流行と共に、ＪＡｒｔｈｒｏ－

ｐｌａｓｔｙ（ｖｏｌ．９）があり、下肢の人工関節に関

する論文が多く掲載されている。

小児整形の分野では ＪＰｅｄｉａｔｒ Ｏｒｔｈｏｐ

（ｖｏｌ．１４）がある。先天異常や代謝障害なども

含めて、小児のあらゆる分野の整形外科の

テーマを扱っている。

Ｒｈｅｕｍａｔｏｌｏｇｙ の分野は早くから確立され

ており数多くの雑誌が発行されている。中で

もＡｎｎＲｈｅｕｍＤｉｓ はイギリス系の雑誌であり、

５３巻と旧く、権威を持っている。しかし論文

は内科的な臨床に関するものが多い。 Ａｒｔｈ

Ｒｈｅｕｍ（ｖｏｌ．２１）は基礎研究に関する論文が中

－６３
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心で、ＪＲｈｅｕｍａｔｏｌ（ｖｏＬ３７）は外科的な臨床

論文が多い。

４。おわりに

整形外科という学問の成り立ちから、現在

の隆盛までを振り返るとき、媒介としての医

学雑誌の刊行を抜きにしては考えられない。

とくに一つのｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｉｔｙが学問として体

系づけられる時期に、その専門領域の雑誌が

創刊されている。したがってその分野がどれ

だけ成熟しているかを大雑把に掴もうとすれ

ば、専門分野の学会が出している雑誌のｖｏｌ－

ｕｍｅを調べれば良いということになる。

一方最近の出版業界の流れとして、視覚に

訴える医学書の氾濫がある。雑誌も同様で、

ふんだんに図、表を使った解説書のようなも

のが多くなっている。最近流行のトピックス

に関する雑誌の売れ行きが良い。すなわち巷

に溢れる大衆週刊誌の感覚といえるか。これ

らを一概に悪いとはいえず、知識を整理する

のには便利である。

整形外科雑誌に限って、論文を投稿する立

場、論文を読む立場から、各雑誌の特徴、世

界的なｒａｎｋ，日本国内でのｒａｎｋを意識しなが

ら述べた。独断的になった点はお許し願いた

い。本文が皆様方の何かの役に立てば幸いで

す。




